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１ は じ め に

近年の肥料価格の上昇を背景に、一律な施肥から

圃場の養分状態や堆肥投入量に応じた減肥など、肥

料コスト削減に向けた効率的な施肥技術を確立する

必要性が高まっている。

そこで、2009～2013年度に、水稲栽培において、

稲わらに含まれるカリ成分の施用効果を確認し、稲

わら施用を利用したカリ減肥技術を検討したので結

果を報告する。

２ 試 験 方 法

(1)耕種概要

1)試験年次：2009～2013年

2)供試品種：つがるロマン

3)栽植様式：24.3株/㎡、中苗手植え

4)基肥：窒素成分 0.4kg/a

リン酸成分 1.0kg/a

5)追肥：窒素成分 0.2kg/a（幼穂形成期施用）

6)圃場面積：１区80㎡

7)土壌タイプ：グライ低地土

(2)試験区の構成

有機物の施用及び基肥カリ施用量を表１のよう

に設定した。なお、「青森県稲作改善指導要領（青

森県、2011年）」の地帯別施肥基準である、カリ

施用量1.0kg/aを対照区とした。また、参考区とし

て堆肥1.0kg/a区を設置した。各試験区における、

収量及び収量構成要素、成熟期稲体のカリ吸収量、

跡地土壌の交換性カリ含量を調査した。

表1 試験区の構成

注）有機物からのK O成分投入量は稲わら1.19kg/a、堆肥1.24kg/a2

３ 試験結果及び考察

(1)稲わら無施用条件での連年カリ減肥

連年で圃場に稲わらを施用せずカリを減肥する

と、カリ1.0kg/a（対照区）に比べ精玄米重は減少

した（図１）。

カリの減肥により㎡当たり籾数が３年目から減

少する傾向があった（図２）。

(2)稲わら施用条件での連年カリ減肥

精玄米重は、稲わら60kg/a施用条件のカリ0.75

kg/a区、及び1.0kg/a区、堆肥100kg/a施用条件の

カリ1.0kg/a区が対照区と同等となった（図３）。

(3)カリ吸収量と土壌の交換性カリ

それぞれのカリ施用量での稲わら無施用区と施

用区を比較すると、カリ成分施用量が同じであれ

ば、稲わら施用区の方がカリ吸収量が増加した（

図４）。これは、施用した稲わらからカリが供給

され、稲体が吸収したためであると考察された。

成熟期稲体のカリ吸収量と精玄米重の関係をみ

ると、稲体のカリ吸収量が増加するにつれ精玄米

重も増加するが、カリ吸収量が19g/㎡以上では一

定となった（図５）。この結果と図４を併せて考

えると、稲わら施用条件のカリ0.75kg/a施用区（

カリ吸収量20.4g/㎡）及び1.0kg/a施用区（同21.

区名 有機物施用
基肥K2O施用量

（kg/a）
試験年次

無カリ 無 0
0.5kg/a 無 0.5
0.75kg/a 無 0.75
1.0kg/a 無 1.0

わら無カリ 稲わら 60kg/a 0
わら0.5kg/a 稲わら 60kg/a 0.5
わら0.75kg/a 稲わら 60kg/a 0.75
わら1.0kg/a 稲わら 60kg/a 1.0
堆肥1.0kg/a 堆肥 100kg/a 1.0
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2011～2013年
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5g/㎡）、稲わら無施用条件のカリ1.0kg/a施用区

（同19.5g/㎡）が19g/㎡以上となることで収量も

一定となっていると考えられる。

栽培期間中及び跡地土壌は、稲わらの施用によ

って交換性カリが増加し、それが維持される傾向

が認められた（表２）。

４ ま と め

水稲栽培において稲わら無施用条件下でカリを減

肥すると収量が低下した。一方、圃場に稲わらを施

用した場合、カリ成分施用量を25%減（0.75kg/a）

としても精玄米重は同等であった。これは、稲わら

の施用によってカリ成分が土壌に供給され、稲体の

カリ吸収量が増加したためであると推察された。

表2 跡地土壌の交換性カリの推移
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図1 稲わら無施用条件でのカ

リ減肥と精玄米重及び㎡当た

り籾数

注）精玄米重は、水分15％換算値を示す

（以下同じ）。

図2 稲わら無施用条件でのカ

リ減肥と㎡当たり籾数の推移

注）カリ1.0 kg/a区の㎡当たり籾数を

100％としたときの割合を示す。

図3 稲わら施用条件でのカリ

減肥と精玄米重

注）エラーバーは標準誤差を示す。

図5 成熟期稲体のカリ吸収量と精玄米重図4 カリ施用量と成熟期稲体のカリ吸収量

無カリ 11 67 10 66 10 90 5 37 5 63 8.3 64 49

0.5kg/a 13 79 12 76 13 117 14 101 11 138 12.5 97 83

0.75kg/a 15 90 14 94 17 148 9 68 9 113 12.8 99 75

1.0kg/a（対照区） 16 （100） 15 （100） 11 （100） 14 （100） 8 （100） 12.9 （100） 99

わら無カリ - - 15 134 13 94 15 188 14.3 111 179

わら0.5kg/a - - 13 112 13 93 18 225 14.4 112 144

わら0.75kg/a - - 18 161 21 153 18 225 19.0 147 158

わら1.0kg/a - - 18 156 13 97 17 213 15.9 123 106

堆肥1.0kg/a - - 19 171 15 112 16 200 16.8 130 105
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